


HNT自着シート

シート1本で約15㎡施工可能

ラップテープ 端末テープ

※実測して必要な量を確認して下さい。※実測して必要な量を確認して下さい。

※その他、プライマー、フローン防水材（平場／立上がり用）、ガラスクロス、トップコート、フローンシーリング等が必要になります。
※プライマーは下地によって使用材料が異なりますので、詳しくは当社にご相談下さい。

容　量 104cm × 15m 自着通気緩衝シート概　要

容　量 90mm × 50m シート接合テープ概　要 容　量 75mm × 25m シート端末処理用テープ概　要

（外周の実測はあらかじめ確認して下さい）

● HNT自着シート・・・・・7本
● ラップテープ・・・・・・・・・約2～3本（約100～150m）
● 端末テープ・・・・・・・・・・・最低2本以上（役物過多の場合+α）

● 脱気筒ステンレス・・・最低2～4本（25～50㎡に1本必要）

HNT自着シート
粘着層付通気緩衝シート

強靱な
シート構造

補強布入りの構造で下地と確実に接
着し、従来の密着工法よりも下地の挙
動によるひび割れ等に追従、下地の動
きを緩衝し防水層の破断を防止しま
す。 また、 ジョイント部分はシートの
両端部の厚みが極めて薄く、仕上がり
の段差が目立ちません。

防水層の
ふくれ防止

裏面のストライプ状の改質アスファ
ルト粘着層が通気溝となり、下地か
らの水蒸気を拡散し、併設する脱気筒
から外に排出します。脱気筒を組み合
わせるHNT自着工法で信頼性の高
い防水性能が発揮されます。

施工性が大幅に
アップします

裏面に粘着層（自着層）があるので、
接着剤の塗布、オープンタイムの必
要がありません。プライマー等施工
後直接HNT自着シートを施工できる
ので施工が簡易になり、施工時間も
大幅に短縮できます。

雨養生が容易
表層に特殊な撥水フィルムを加工し
ているので、突然の降雨対策が万全
です。降雨後、水分を拭き取ることで
すぐにウレタン施工が可能です。

ラップ線（緑）

離着フィルム 不織布

粘着改質アスファルト

ラップ線（赤）基材

改質アスファルト

本体断面図（幅104cm×15m） シート裏面側粘着層パターン

製品仕様

遮断層。ラップ線赤線側。重ねる場合、上側になる。

ラップ線緑線側40mm 20mm

20mm

140mm

※白部分が通気層部分。茶部分が粘着層部分に
　なっています。

※規格値は当社独自の合格基準です。

一般物性
項　目 測定値

192

178

4

4

42

47

規格値※

135以上

130以上

3以上

3以上

40以上

40以上

試験条件

JIS A 6013に準拠する

JIS A 6013に準拠する

JIS A 6013に準拠する

JIS A 6013に準拠する

JIS A 6013に準拠する

JIS A 6013に準拠する

タテ

ヨコ

タテ

ヨコ

タテ

ヨコ

引張強力
（g／cm）

伸び率（％）

引裂強力（N）

その他副資材
品　名 容　量 概　要

フローン補強材

フローン補強材

－

100cm × 100m

100mm × 100m

－

ガラスクロス

目地用クロス

脱気筒ステンレス

使用量例
例えば約100㎡の場合…
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〈HNT自着シートの外観〉

短手
104cm

長手
15m

HNT自着シートの両端には
赤線と緑線があります。

❶張り込む場所が決定したら、HNT自着シートをはさみ
で裁断して、実際に張り込み作業を行います。

❷HNT自着シートの片方を約半分の長さまで丸めて中
央に寄せます。

❸離型フィルムの切り込みを行います。
　HNT自着シートには、裏側に離型フィルムが付いてい
るので、張り込む長さの約中心近くまで巻き込んで、離
型フィルムに切り込みを入れます。

　カッターを使用する際、HNT自着シート本体を傷つけ
ないように注意しましょう。

自着シート施工マニュアル

▲ 下地処理を行い平滑にする ▲ プライマーを塗布して下地を強化する

張り付け場所へ隅出し2

仮敷き3下地処理1

❶立上がり部と平場部との境目入り隅から、
平場部分へ50～100mm離したところに
マーキングをします。

　（写真は100mm）

❷HNT自着シートの張り込み端末部分に目
標の線を引きます。

HNT自着シートを張るために、
　 　でマーキングしたところを
目安に壁際から100mm
離した部分に隅出しを行います。

□ 下地処理がしっかり平滑であること
□ プライマーがしっかり塗布してあること
□ 下地の脆弱部分がないこと
□ 下地の欠損部分がないこと

■■ 下地処理チェック項目 ■■

2 ❶
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自着シートをしっかり圧着して下さい。
中央から外側にシワが残らないように空
気を逃がすように平泳ぎの要領で張り付
けて下さい。

1枚目の自着シートを張り終えたら、2枚
目の自着シートを張り始めます。

緑線に合わせて、次（2枚目）の自着
シートの赤線側のシート端部を張り付
けて下さい。

〈自着シート張り付け時に半端が出る場合〉
シートを重ねて張る際、最後は半
端が出てしまいます。
その場合は、壁際から100mm
（　 の隅出しした部分）離してシ
ートを折り曲げて切り取り、端末は
端末テープで処理して下さい。

重ね合わせに
注意!!

HNT自着シートの張り込み4 自着シートの転圧処理5

自着シートの重ね合わせ6

❶離型フィルムに切り込みを入れたら、
HNT自着シートを張り付けます。

❷後ろに引っ張りながら離型フィルムを
剥がし、自着シートを張り込みます。

　この時、張り込み始めの部分を押さえ
る、またはあらかじめ張り付けて引っ張
ると途中で曲がらずに自着シートを張
り付けることができます。

　※後ろ向きでの作業となりますので、
屋上から落下しないように十分に注意
して下さい。

　※冬期に離型フィルムを剥がす時に
は、静電気が発生するので注意して施
工して下さい。

〈HNT自着シート張り込み後〉
HNT自着シート1枚目張
り込み終了!!
壁際から約100mm離し
た所に張り付けて下さい。
（　 で隅出しした部分）2

2

100mm離した
部分で張り付け
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〈立上がり部 役物廻り〉

〈排水溝廻り〉

❶シート間のジョイント部分は、ラップテープで処理します。
　クロスが織り込まれた90mm幅のテープになってお
り、片面に接着剤が付いています。（離型紙はついてお
りません）

❷自着シートの重なり部分にラップテープを一直線に張
り込みます。

　※ラップテープを貼り付けた後は、しっかりと転圧して
下さい。

❸自着シート②と自着シート③の短手のジョイント部は突
き付けで張ります。

　張り込んだ後、ラップテープで処理します。

❹ラップテープ張り終了！
　これでジョイント部の処理は完了です。

❶躯体立上がり側のHNT自着シートの端末は、すべて端
末テープで処理します。HNT自着シートの端末部分
と、躯体に半分ずつ重なるように、75mm幅の端末テ
ープを貼り付けて下さい。※外周廻りの長さを必ず計
測してテープが不足しないようにして下さい。

❷自着シートを張り込み、外周廻りは端末テープ、
ジョイント部分はラップテープを張り、完了！脱
気筒ステンレスを設置し、ドレン廻り、立上がり
を処理した後、ウレタン塗膜を塗布して、その
日の作業は終了となります。

端末処理および
シート張り込み終了！！！

立上がり部、役物には自着シートは張りません。自着
シートは平場のみに張ります。端末テープ処理後、ウ
レタン防水材とガラスクロスでシートがめくれない様
にします。ガラスクロスがシートに約50mm重なるよ
うに処理します。（矢印部分）

❶HNT自着シート
は、排水溝から
100mm間隔を
開けて裁断して
貼り付けます。

❷その後、シート廻
りを端末テープ、
ガラスクロスに
て処理する。写真
は端末テープを
貼り付けた後。こ
の後、ガラスクロ
スにて処理する。

短
手
側

自着シート②

自着シート①

自着シート③

長手側

　※端末テープを貼り付けた部分
はしっかりと転圧して下さい。

　（転圧が不十分な場合、浮きが
生じる可能性がありますので注意
して下さい。）

ジョイント部の処理方法7 端末処理方法8

50mm

100mm
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脱気穴
（50mm）
脱気穴

（50mm）
プラグレス
アンカー下穴

通気・
緩衝シート

脱気筒ステンレス 製品仕様・設置

水蒸気

③

⑥
⑤
④

①
②

水蒸気を防水層から外へ逃がす
耐候性抜群の優れもの！

190

4-φ6
φ44

156

φ190φ190φ190

φ60.5φ60.5

■寸法表（単位：㎜）

ステンレスワッシャーと外筒
により防水層端末部をしっか
りと押さえ込みます。

電解研磨により耐久性、耐食
性を向上させました。

砂付け加工で優れた接着効果。

1

目地処理を施した後、下地に通気・緩衝シートを施工し、
カッター等を用いて目地の交差部に脱気穴（φ50mm）
を開ける。
次に通気・緩衝シートの上から下地に脱気筒固定用の
プラグレスアンカー下穴（φ4.5mm）をドリル等で開ける。

プラグレスアンカープラグレスアンカー

下穴に合わせて脱気筒本体を置き、プラグレスアン
カーで固定する。次に脱気筒本体皿部全体にフローン
シーリングを塗布する。
※コンクリートドリルのピットはφ4.5mmを使用

工程2の直後に補強クロスを貼り、フローンシーリ
ングをゴムベラなどを用いて端末部の段差をなくし
補強する。

フローン
シーリング

フローン防水材をコテ又はゴムベラで塗布する。
フローン防水材が硬化後、刷毛、ローラーを用いてトッ
プコートを塗布する。

脱気筒と接合する防水層端末部分をフローンシーリン
グにて処理し、ステンレスワッシャー、外筒、上蓋の順に
かぶせて取り付ける。

外筒が廻らないように固定しながら、
上蓋だけを締める。

2 3

4 5 6

①フローンプライマーU2 又は H
②HNT自着シート
③脱気筒ステンレス（25～50㎡に1基）
④フローン＃12又は＃11
⑤フローン＃12又は＃11
⑥スーパートップ遮熱

国土交通省X-1適合　JASS 8  L-US適合

L（T）W-4.2JSHZ-J工法
（軽歩行用）

【HNT自着シート工法の関連商品】

フローンプライマーU2

1液ウレタン溶剤系プライマー

■ 16kg（0.15kg/㎡　52㎡/2回塗り）
　  4 kg（0.15kg/㎡　13㎡/2回塗り）

肉持ちが良く、低温硬化性に優れ、下地に対する
止まりの良い下塗り材です。
無希釈でお使いいただけます。

特 長
試 験 項 目

粘 度

可 使 時 間

上 塗 可 能 時 間

試 験 結 果

45mPa・s

2時間

2～24時間

試　験　条　件

BH型粘度計、23℃

23℃

23℃

■ 性 状
F★★★★

■ 18kgセット/A液 6kg B液12kg
■ 配合比（重量比）/A液：B液＝1：2
■ 色：A-4 フォックスグレー　クールホワイト

試 験 項 目

A・B液混合粘度

可 使 時 間

上 塗 可 能 時 間

試 験 結 果

8,300mPa・s

50分

24～48時間

試　験　条　件

BH型粘度計、23℃

 23℃

 23℃

■ 性 状
フローン♯12

カラーウレタン塗膜防水材 JISA6021

コストを重視した防水材で、優れた性能と高品質で
高度な防水機能を発揮します。
屋上、ベランダなどの防水材として、
数多くの施工実績を持つ信頼性の高い塗材です。

特 長

F★★★★

フローン♯11
カラーウレタン塗膜防水材 JISA6021

優れた性能と高品質で完全な
防水機能を発揮します。
屋上、ベランダなどの防水材として、
数多くの施工実績を持つ信頼性の高い塗材です。

特 長

■ 16kgセット/A液8kg：B液8kg
■ 配合比（重量比）/A液：B液1：1
■ 色： A-4 フォックスグレー

試 験 項 目

A・B液混合粘度

可 使 時 間

上 塗 可 能 時 間

試 験 結 果

10,500mPa・s

60分

24～48時間

試　験　条　件

BH型粘度計、23℃

 23℃

 23℃

■ 性 状
F★★★★

※12kg・6kg・2kg/セットもあります。

試 験 項 目

A・B液混合粘度

可 使 時 間

上 塗 可 能 時 間

試 験 結 果

22mPa・s

5時間

2～24時間

試　験　条　件

BH型粘度計、23℃

23℃

23℃

■ 性 状
フローンプライマーH

2液エポキシ溶剤系プライマー

肉持ちが良く、浸透性、密着性に優れています。特 長

■ 30kgセット/A液15kg：B液15kg（0.15kg/㎡ 100㎡/2回塗り）
■ 配合比（重量比）/A液：B液＝1：1

F★★★★

※6kg/セットもあります。

試 験 項 目

初期A・B液混合粘度

可 使 時 間

上 塗 可 能 時 間

試  験  結  果

250mPa・s

2時間

4～48時間

試　験　条　件

BH型粘度計、23℃

23℃

23℃

■ 性 状
スーパートップ遮熱

超耐候性ハルスハイブリッド型2液トップコート

超耐候性の塗膜性能、高耐久性に優れ、遮熱機能を
持つトップコートです。
長期間にわたり建物や構造物を保護し、美観を守り、
メンテナンス周期が延長し、経済的です。

特 長

■ 15kgセット/A液5kg：B液10kg（0.2kg/㎡ 75㎡/1回塗り）
■ 配合比（重量比）／A液：B液＝1：2
■ 色：常備色6色・指定色・クールグレー

F★★★★

※詳しくは、各パンフレットをご参照下さい。
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